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私
が
高
校
生
だ
っ
た
頃
、
八
王
子
付
近
に
近
づ
く
と
、
桑
の
木
畑
が
点
在
し
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
パ
タ
ン
パ
タ
ン
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て
き
た
も
の
で
し
た
。
現
在
の
八
王
子

は
皆
さ
ん
が
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
今
回
は
そ
ん
な
町
、
八
王
子
を
中
心
に
探
訪
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
桑
都
」
八
王
子

　

八
王
子
の
町
は
、
地
図
で
見
る
と

お
り
と
て
も
広
い
（
一
万
八
千
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
北
は
あ
き
る
野
市
、
南
は
町
田

市
と
相
模
原
市
、
東
は
日
野
市
、
西

は
陣
馬
山
を
境
と
し
て
い
ま
す
。
市

内
に
は
高
尾
山
が
あ
り
、
八
王
子
は

今
や
大
学
の
町
、
学
園
都
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
桑
の
都
」
と
い
う
名
の

起
こ
り
は
、
平
安
の
末
頃
、
西
行
法

師
が
諸
国
巡
行
の
折
、
こ
の
辺
り
で
「
浅
川
を
渡
れ
ば
富
士
の
影
清
く
桑
の
都
に
青
嵐
吹

く
」
と
詠
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
そ
う
で
す
。

八
王
子
の
歴
史

　

武
蔵
国
分
寺
が
造
営
さ
れ
た
頃
の
八
王
子
は
ま
だ
農
耕
が
中
心
で
し
た
が
、
国
分
寺
造

営
の
た
め
、
御
殿
峠
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
屋
根
に
の
せ
る
瓦
の
生
産
が
お
き
ま
し
た
。

　

北
条
氏
康
の
二
男
、
氏
照
が
滝
山
城
を
引
き
継
ぎ
ま
す
が
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）

こ
ろ
か
ら
、
八
王
子
城
の
築
城
を
は
じ
め
、
居
城
を
こ
こ
に
移
し
ま
し
た
。

　

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
八
王
子
城
の
城
主
北
条
氏
照
は
前
田
利
家
、
上
杉
景
勝

ら
の
手
勢
に
よ
っ
て
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
城
下
町
と
し
て
の
横
山
、
八

幡
、
八
日
市
の
三
宿
は
消
滅
し
ま
す
が
、
こ
の
三
宿
は
、
も
と
北
条
家
の
家
臣
で
あ
っ
た

長
田
作
左
衛
門
等
の
手
に
よ
っ
て
今
の
横
山
の
あ
た
り
に
宿
を
移
し
ま
す
が
、
浅
川
沿
い

に
ひ
ろ
が
る
茫
洋
と
し
た
荒
野
原
で
し
た
。

　

徳
川
家
康
が
江
戸
に
開
幕
し
て
、
街
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
配
下
の
大
久
保
長

安
ら
の
手
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
現
在
の
場
所
に
、

本
格
的
な
新
し
い
町
並
み
が
築
か
れ
ま
す
。

十
五
宿
と
も
い
わ
れ
る
八
王
子
宿
も
築
か

れ
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら
織
物
の

産
地
、
絹
布
絹
糸
の
集
積
地
と
し
て
繁
栄

し
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県

に
よ
っ
て
、
八
王
子
は
江
戸
幕
府
の
直
轄

領
や
旗
本
領
か
ら
神
奈
川
県
に
編
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

馬
車
に
よ
る
街
道
交
通
が
主
だ
っ
た
明

治
十
六
年
当
時
、
人
口
は
甲
州
街
道
、
青

梅
街
道
沿
い
に
集
中
し
て
お
り
、
特
に
甲

州
街
道
の
重
要
な
宿
場
に
し
て
織
物
の
町

だ
っ
た
八
王
子
の
人
口
は
二
万
人
で
し
た
。

　

明
治
二
十
二
年
に
市
町
村
制
が
施
行
さ

れ
、
一
町
・
一
宿
・
十
八
ヵ
村
に
よ
る
南

多
摩
郡
が
誕
生
し
ま
し
た
。
明
治
二
十
六
年
四
月
一
日
に
八
王
子
を
含
む
三
多
摩
地
域
が

神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
、
町
内
の
中
心
部
七
百
五
十
戸
を

焼
失
し
た
「
新
万
火
事
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
年
に
は
、「
八
王
子
大
火
」
で

全
戸
数
の
半
分
以
上
に
あ
た
る
三
千
三
百
四
十
一
戸
を
焼
失
、
四
十
二
名
も
の
死
者
を
出

し
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
四
年
に
中
央
線
は
上
野
原
ま
で
開
通
し
、
浅
川
駅
（
現
在
の
高
尾
駅
）
が
開

設
さ
れ
、八
王
子
駅
も
こ
の
時
、元
子
安
（
現
在
の
明
神
町
）
か
ら
子
安
（
現
在
の
旭
町
）

に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
六
年
に
中
央
線
の
八
王
子
～
甲
府
間
が
、
明

治
四
十
一
年
に
は
八
王
子
～
東
神
奈
川
間
の
横
浜
鉄
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
）
が
開
通

し
て
い
ま
す
。

　

大
正
六
年
九
月
一
日
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
時
の
人
口
は
四
万
二
千
四
十
三
人
で
し
た
。

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
は
全
壊
十
一
戸
、
半
壊
二
十
戸
、
死
傷
者
二
十
九
名
、
行

方
不
明
五
名
の
被
害
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
正
十
四
年
に
は
、
玉
南
電
気
鉄
道
（
現
在

▲ 八王子市地図

▲ 八王子 15 宿　文政 5 年 (1822)
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の
京
王
帝
都
線
）
の
東
八
王
子
～
府

中
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
に
小
宮
町
が
編
入
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
二
日

未
明
、
百
六
十
九
機
の
Ｂ
２
９
が
、

焼
夷
弾
や
爆
弾
を
相
次
い
で
投
下
し
、

市
内
は
一
瞬
の
う
ち
に
火
の
海
と
化

し
て
し
ま
い
、
都
市
と
し
て
の
生
活

機
能
は
壊
滅
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
に
、
戦
災
都
市
復

興
計
画
が
決
ま
り
、
八
王
子
駅
周
辺

か
ら
新
し
い
町
づ
く
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
昭
和
二
十
二
年
の
人
口
は
七
万
二
千
九
百
四
十
七
人
で
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
に
横
山
・
元
八
王
子
・
恩
方
・
川
口
・
加
住
・
由
井
村
を
編
入
し
、
人
口

十
三
万
千
七
百
九
十
六
人
、
昭
和
三
十
四
年
に
浅
川
町
、
昭
和
三
十
九
年
に
由
木
村
が
編

入
さ
れ
、
人
口
十
九
万
三
千
三
百
四
十
六
人
と
な
り
ま
し
た
。

織
物
と
八
王
子

　

八
王
子
で
は
絹
が
い
つ
頃
か
ら
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
延
喜
式
に

平
安
時
代
、
武
蔵
国
で
は
、
生
糸
や
絹
を
租
税
と
し
て
納
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
開
板
さ
れ
た
俳
論
書
「
毛
吹
草
」
に
は
武
蔵
国
の
特
産
物

と
し
て
「
滝
山
横
山
嶋
」
が
あ
り
、
紬
嶋
が
八
王
子
織
物
の
特
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
こ
の
こ
ろ
絹
で
は
な
い
に
し
ろ
織
物
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

享
保
（
一
七
一
六
）
ご
ろ
か
ら
養
蚕
が
活
発
に
な
り
、
相
模
、
八
王
子
、
青
梅
で
紺
や

茶
の
上
田
島
を
、ま
た
八
王
子
に
袴
地
の
「
八
王
子
平
」
が
あ
っ
た
こ
と
、八
王
子
で
鳶
色
、

黄
茶
な
ど
黄
八
丈
に
似
た
紬
島
が
織
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
江
戸
時
代
中
期
（
享
保
）
に
発

行
さ
れ
た
「
万
金
産
業
袋
（
ま
ん
き
ん
す
ぎ
わ
い
ぶ
く
ろ
）」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
王
子
宿
中
野
村
で
、農
民
が
撚
糸
（
水
車
に
よ
る
糸
繰
）

を
業
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

ペ
リ
ー
来
航

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
川
柳

に
「
上
喜
撰
た
っ
た
四
杯
で
夜
も

ね
む
れ
ず
」
と
詠
わ
れ
た
、
ペ
リ

ー
の
黒
船
来
航
が
も
た
ら
し
た
も

の
は
横
浜
開
港
で
し
た
。

　

横
浜
が
開
港
し
貿
易
が
盛
ん
に

な
る
と
、輸
出
品
と
し
て
生
糸（
絹

糸
）
が
主
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

横
浜
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
た

生
糸
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

に
は
七
十
七
万
斤
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
で
は
百
二
十
七
万

斤
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
生
糸
は
関

東
一
円
か
ら
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
頃
に
は

信
濃
・
上
野
・
下
野
・
武
蔵
・
相
模
・

岩
代
六
ヵ
国
の
絹
織
物
の
流
通
の

結
節
点
と
な
っ
て
い
た
八
王
子
も

天
明
初
期
（
一
七
八
一
）
の
取
引

市
場
と
し
て
は
五
日
市
・
青
梅
市
・

新
町
市
な
ど
と
同
等
で
し
た
。
し

か
し
、天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

頃
に
は
西
陣
・
桐
生
と
並
ぶ
主
要

産
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
ろ
の
生
糸
を
扱
っ
て
い
た
商
人

は
、
四
十
九
件
あ
り
小
比
企
・
鑓

水
・
小
山
・
相
原
・
片
倉
・
打
越

の
六
ヵ
村
に
集
中
し
、
鑓
水
に
は

▲ 明治 40 年頃の八王子

▲ 黒船来航の瓦版

▲ 積込風景

▲ ベアト撮影の鑓水
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十
八
人
も
い
ま
し
た
。
こ
の
商
人
た
ち
は
安
政
六
年
に
始
ま
っ
た
生
糸
の
貿
易
で
外
国
人

と
取
引
を
す
る
売
込
商
人
に
対
し
、
産
地
か
ら
買
い
集
め
て
く
る
荷
主
商
人
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
荷
主
商
人
が
八
王
子
か
ら
横
浜
ま
で
生
糸
を
運

ん
だ
道
が
横
往
還
、
後
の
浜
街
道
で
し
た
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
い
え
ば
、
中
国
か
ら
中
近
東
を
通
る
道
が
大
変
有
名
で
す
。
キ
タ
ロ

ウ
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
で
作
曲
さ
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
よ
く
聞
い
た
も
の
で
す
。
日
本

に
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
道
は
あ
り
ま
す
。
東
京
に
も
あ
る
の
で
す
。
さ
す
が
日

本
国
内
の
こ
と
で
す
か
ら
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
は
い
わ
ず
に
、
絹
の
道
と
い
い
ま
す
が
。

　
「
絹
の
道
」
と
い

う
名
前
は
、
昭
和

二
十
年
代
に
地
元
の

郷
土
史
家
橋
本
義
夫

氏
に
命
名
さ
れ
た

も
の
で
す
。
昭
和

三
十
二
年
に
「
絹
の

道
」
の
石
碑
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
道
は
「
浜
街
道
」

と
い
う
の
が
正
式
な

名
称
で
す
。

浜
街
道

　

浜
街
道
の
起
点
は
、
今
の
八
王
子
市
八
日
町
の
交
差
点
で
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
頃

は
、
高
札
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
要
な
地
点
で
し
た
。

　

こ
こ
を
南
に
下
る
と
、
寺
町
・
万
町
を
通
り
、
黄
金
橋
を
わ
た
り
八
王
子
医
療
刑
務
所

の
脇
を
通
っ
て
子
安
坂
上
に
で
ま
す
。
こ
の
道
筋
は
国
道
十
六
号
で
す
の
で
、
今
は
面
影

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
京
王
線
片
倉
駅
の
近
く
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
片
倉
交

差
点
を
通
り
、
慈
眼
寺
の
門
前
を
通
り
鑓
水
に
至
り
ま
す
が
、
慈
眼
寺
か
ら
先
は
大
規
模

な
宅
地
開
発
に
よ
り
道
筋
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、
大
塚
山
公
園
か
ら

浜
街
道
は
再
び
判
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
大
塚
山
公
園
ま
で
を
反
対
方
向
か
ら
歩
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

南
多
摩
処
理
場

　

南
武
線
が
府
中
本
町
駅
を
過
ぎ
多
摩
川
の
鉄

橋
を
渡
り
ま
す
と
、
多
摩
川
と
つ
か
ず
離
れ
ず
に

並
ん
で
い
る
多
摩
丘
陵
が
急
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

丘
陵
の
山
す
そ
を
多
摩
川
の
流
れ
が
洗
っ
て
い

る
と
い
っ
た
風
情
で
す
。
南
多
摩
駅
で
下
り
、
緩

や
か
な
上
り
道
（
川
崎
街
道
）
を
歩
く
こ
と
十
数

分
で
、
南
多
摩
処
理
場
の
正
門
に
着
き
ま
す
。
こ

の
処
理
場
は
丘
陵
を
切
り
開
い
て
建
設
さ
れ
た

関
係
で
、
敷
地
は
何
段
階
か
の
段
状
に
整
地
さ
れ

て
お
り
、
見
上
げ
る
よ
う
な
小
山
も
残
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
高
台
に
造
ら
れ
た
鉄
塔
の
上
に
、
東

京
ア
メ
ッ
シ
ュ
の
球
形
の
降
雨
レ
ー
ダ
が
の
っ

て
い
ま
す
。
本
館
手
前
の
植
え
込
み
に
「
東
京
都
流
域
下

水
道
発
祥
の
地
」
の
碑
が
あ
り
、
昭
和
四
十
三
年
十
二

月
に
こ
の
敷
地
か
ら

乞
田
幹
線
の
掘
削
を

発
進
し
た
が
、
こ
れ

を
も
っ
て
東
京
都
の

流
域
下
水
道
の
開
始

と
す
る
旨
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

場
の
近
く
は
、
山
岳
ト
ン
ネ
ル
方
式
で
の
掘
削
で
あ

り
、
崩
壊
し
や
す
い
稲
城
砂
層
を
掘
り
抜
く
の
は
た

い
へ
ん
な
難
工
事
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

南
多
摩
処
理
場
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設

▲ 浜街道

▲ 稲城レーダー基地
▲ 東京都流域下水道発祥の地の記念碑

▲ 南多摩処理場
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と
歩
調
を
合
わ
せ
て
建
設
さ
れ
（
運
転
開
始
昭
和
四
十
六
年
三
月
）、
現
在
は
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
ほ
か
周
辺
の
都
市
（
多
摩
、
稲
城
、
八
王
子
、
町
田
、
日
野
）
の
汚
水
を
処

理
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
処
理
能
力
は
約
十
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
平
成
十
三
年
よ
り

嫌
気
・
無
酸
素
・
好
気
法
を
取
り
入
れ
た
窒
素
、
リ
ン
を
も
除
去
で
き
る
新
し
い
処
理
施

設
が
一
部
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
探
訪
は
、
図
ら
ず
も
、
南
多
摩
処
理
場
か
ら
発
進
し
て
最
後
に
到
達
し
た
、
乞

田
幹
線
の
最
上
流
に
あ
る
八
王
子
市
の
鑓
水
地
区
（
大
栗
川
の
水
源
地
）
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

絹
の
道
を
歩
く

　

京
王
線
南
大
沢
駅
を
降
り
て
北
西
に
歩
く
と
、

歩
道
専
用
道
路
を
歩
き
ま
す
。
柚
木
地
区
を
超
え

る
と
、
も
う
鑓
水
の
地
区
で
す
。
柚
木
街
道
近
く

に
入
母
屋
造
り
の
小
泉
屋
敷
が
あ
り
ま
す
。
母
屋

は
、
明
治
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和

四
十
七
年
に
、
母
屋
や
裏
山
を
含
め
て
東
京
都
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
人
が
住
ん

で
い
る
た
め
中
は
非
公
開
で
す
が
、
私
が
千
葉
に

住
ん
で
い
た
小
学
校
時
代
に
、
隣
の
家
が
こ
の
よ

う
な
茅
葺
き
屋
根
の
家
で
、蚕
を
飼
っ
て
お
り（
養

蚕
）、
二
階
、
三
階
部
分
は
蚕
棚
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
小
泉
家
も
そ
の
よ
う
な
家
で
と
て
も
懐

か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

屋
敷
を
左
手
に
出
て
真
っ
直
ぐ
い
く
と
（
後

で
、
こ
の
道
が
浜
街
道
と
判
り
ま
し
た
）
大
栗
川

に
で
ま
す
。
嫁
入
橋
を
渡
り
左
手
に
い
く
と
、
御

殿
橋
が
あ
り
ま
す
。
橋
の
た
も
と
に
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
建
立
さ
れ
た
八
王
子
道
標
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
道
標
は
、
元
は
旧
鑓
水
公
会
堂

付
近
に
あ
っ
た
も
の
で
、
昭
和
六
十
三
年
の
大
栗

川
改
修
工

事
の
時
に
、

現
在
の
と

こ
ろ
に
移

築
さ
れ
ま

し
た
。
こ

こ
か
ら
鑓
水
峠
ま
で
登
り
坂
で
、
昭
和

四
十
七
年
に
八
王
子
市
の
史
跡
と
し
て
指

定
さ
れ
「
絹
の
道
」
と
な
り
ま
す
。

絹
の
道
資
料
館

　

三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
い
く
と
絹
の
道
資

料
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
元
は
、
鑓

水
商
人
「
八
木
下
要
右
衛
門
」
の
屋
敷
跡
で
安
政
年
間
（
一
八
五
四
～
六
〇
）
に
オ
ラ
ン

ダ
商
人
接
待
用
に
建
て
ら
れ
た
木
造
二
階
建
て
で
螺
旋
階
段
を
持
っ
た
洋
風
建
築
で
し
た
。

鑓
水
商
人
は
、
明
治
四
十
一
年
に
横
浜
・
八
王
子
間
に
鉄
道
が
敷
か
れ
る
と
だ
ん
だ
ん

没
落
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
八
木
下
要

右
衛
門
」
の
屋

敷
は
鑓
水
小
学

校
の
教
員
室
や

青
年
館
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
老
朽
化

し
た
た
め
昭
和

五
十
年
に
取
り

壊
さ
れ
、
平
成

二
年
に
絹
の
道

資
料
館
と
し
て

復
活
し
ま
し
た
。

▲ 蚕棚

▲ 嫁入橋からみた大栗川

▲ 八王子道標

▲ 絹の道資料館

▲ 八木下要右衛門屋敷跡 ( 昭和 55 年 )

▲ 小泉家
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歴
史
の
道
百
選

　

こ
こ
を
出
て
北
に
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
行
き
ま
す
と
、
絹
の
道
へ
の
分
岐

点
が
あ
り
ま
す
。

　

分
岐
点
に
は
、
道
の
改
修
工
事
で

集
め
ら
れ
た
石
塔
や
石
仏
が
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

右
手
に
歩
き
始
め
ま
す
と
、
十
メ
ー
ト
ル
も
い
か
な
い
う
ち
に
舗
装
は
な
く
な
り
、
土

の
道
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
三
十
数
年
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
か

ら
峠
ま
で
は
、平
成
八
年
に
文
化
庁
の
選
定
す
る
「
歴
史
の
道
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
緩
や
か
な
登
り
坂
で
し
た
が
、
歩
く
う
ち
に
息
が
切
れ
る
ほ
ど
の
坂
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
神
奈
川
県
の
史
料
に
「
道
路
嶮
岨

ニ
テ
人
力
車
ノ
往
来
モ
出
来
兼
候
」
と
書
か
れ

る
だ
け
は
あ
り
ま
し
た
。
峠
の
手
前
に
水
道
局

の
給
水
塔
が
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。

　

峠
に
着
く
と
そ
こ
に
は
「
絹
の
道
」
の
石
碑

が
あ
り
、「
道
了
堂
跡
」
は
大
塚
山
公
園
と
な
っ

て
い
ま
す
。

道
了
堂

　

明
治
四
十
四
年
刊
行
の
八
王
子
案
内
の
近
郊
の

名
所
旧
跡
や
、
大
正
十
二
年
発
刊
の
南
多
摩
郡
史

に
も
載
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
道
了
堂
は
明
治

六
年
鑓
水
永
泉
寺
の
別
院
と
し
て
生
糸
商
人
の
協

力
を
得
て
、
浅
草
花
川
戸
か
ら
堂
宇
を
移
築
し
創

建
さ
れ
た
も
の
で
、
参
詣
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
戦
後
は
無
住
と
な
り
荒
れ
放
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
に
解
体
さ
れ
本
堂

の
礎
石
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
平
成
二
年
に
大

塚
山
公
園
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
国
土
地

理
院
の
二
等
三
角
点
標
石
が
埋
ま
っ
て
お
り

二
百
十
三.

五
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

こ
の
峠
を
越
え
る
と
急
に
見
晴
ら
し
が
良

く
な
り
、
片
倉

の
町
が
見
え
ま

す
。
し
か
し
、

絹
の
道
は
こ
こ

で
途
切
れ
て
し

ま
い
急
な
階
段

を
下
り
る
と
国

道
十
六
号
に
ぶ

つ
か
り
ま
す
。

片
倉
製
糸

　

私
た
ち
は
、
片
倉
製
糸
と
い
う
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
判
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
に

あ
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
片
倉
の
町
で
地
元
の
人
に
片
倉
製
糸
こ
と
を
聞
い
て

み
ま
し
た
が
、
誰
も
知
り
ま
せ
ん
。
最
後
の
手
段
と
し
て
、
八
王
子
の
情
報
を
集
め
る
必

要
も
あ
っ
た
の
で
郷
土
資
料
館
に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
、
臨

▲ 絹の道
▲ 絹の道道標

▲ 堂了道跡

▲ 三角点

▲ 片倉の街

▲ 分岐点
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時
休
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ
も
な
ら
諦
め
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
途
中
か
ら

同
行
し
た
栗
田
氏
が
交
渉
し
て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
で
、
中
に
案
内
さ
れ

学
芸
員
の
新
藤
康
夫
氏
に
、
千
人
同
心
の
こ

と
や
ら
宿
場
町
の
こ
と
な
ど
色
々
お
伺
い
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
藤
さ
ん
、
無
理

な
お
願
い
し
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
貴
重

な
資
料
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
片
倉
製
糸
の
こ
と
を
伺
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
片
倉
と
は
正
反
対
の
中
野
上
町
に
あ

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　

時
間
は
十
六
時
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
中

野
上
町
の
日
本
機
械
工
業
株
式
会
社
が
、
探

し
て
い
た
片
倉
製
糸
の
跡
で
あ
る
こ
と
が
判

り
ま
し
た
。
跡
地
だ
け
で
も
み
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
思
い
総
務
課
を
訪
ね
た
と
こ

ろ
、
丁
重
に
も
応
接
室
に
案
内
さ
れ
総

務
課
長
の
向
恒
雄
氏
が
説
明
ま
で
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
消
防
自
動
車
を
作
る
工
場
で

一
台
一
台
手
作
り
し
て
お
り
、
同
じ
も

の
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

歴
史
を
紐
解
く
と
、
日
本
機
械
工
業

株
式
会
社
は
大
正
二
年
に
「
ジ
ョ
イ
ン

ト
商
会
」
と
し
て
消
防
用
の
継
手
を
作

る
会
社
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
十
一
年
に

現
在
の
会
社
名
に
変
更
し
、
横
浜
の
鶴

見
で
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
製
造
を
開

始
し
、
昭
和
十
八
年
に
八
王
子
中
野
町

（
中
野
上
町
）
に
新
工
場
を
造
り
ま
し

た
。
片
倉
製
糸
と
は
系
列
会
社
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
工
場
は
、
現

在
も
そ
の
当
時
の
建
物
の
大
部
分
が

使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん

も
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
け
れ
ど

「
キ
ャ
ロ
ン
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
も
系
列
会
社

で
す
。

　

片
倉
製
糸
は
、
明
治
六
年
に
長
野

県
諏
訪
郡
川
岸
村
（
現
岡
谷
市
）
で
、

十
人
取
り
の
座
繰
り
（
ざ
ぐ
り
）
製

糸
を
開
始
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
明

治
二
十
八
年
に
片
倉
組
・
大
正
九
年

に
片
倉
製
糸
紡
績
株
式
会
社
と
名

を
変
え
大
き
く
な
り
、
昭
和
十
四

年
に
は
明
治
五
年
に
造
ら
れ
た
元

官
営
の
富
岡
製
糸
所
を
合
併
し
、
現
在
は
資
本
金

十
七
億
五
千
万
円
の
片
倉
工
業
株
式
会
社
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
様
な
訳
で
八
王
子
の
片
倉
と

は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　

八
王
子
の
片
倉
製
糸
の
前
身
は
、
明
治
十
年
に

萩
原
彦
七
、
田
代
平
兵
衛
ら
が
製
糸
場
を
元
本
郷

町
（
現
・
八
王
子
中
野
上
町
）
に
建
設
し
ま
し
た
。

今
も
名
が
残
っ
て
い
る
萩
原
橋
は
、
浅
川
を
わ
た
る

秋
川
街
道
に
み
ん
な
で
橋
を
架
け
よ
う
と
し
て
お

金
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
お
金
を
持
ち
逃
げ
さ

れ
て
し
ま
い
困
っ
て
い
る
と
、
小
門
宿
の
製
糸
商
、

萩
原
彦
七
が
費
用
一
万
三
千
円
（
当
時
）
の
ほ
と
ん
ど
を
出
し
て
く
れ
た
の
で
、
明
治

三
十
三
年
に
完
成
し
ま
し
た
（
現
在
よ
り
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
流
に
つ
く
ら
れ
た
木
造

の
橋
で
す
）。
橋
は
東
京
府
に
寄
進
さ
れ
た
ま
し
た
。
萩
原
彦
七
の
工
場
は
明
治
三
十
三

▲ 座繰機

▲ 片倉製糸 ( 昭和 10 年頃 )
▲ 現在の日本機器事務所

▲ 納車前の消防自動車
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年
に
生
糸
の
大
恐
慌
で
打
撃
を
受
け
た
た
め
、
明
治
三
十
四
年
に
後
の
片
倉
製
糸
に
買
収

さ
れ
ま
し
た
。

　

座
繰
り
製
糸
で
造
ら
れ
た
生
糸
は
、
西
欧
に
比
べ
る
と
製
造
技
術
が
未
熟
だ
っ
た
た
め
、

外
国
商
人
か
ら
粗
悪
品
と
の
非
難
の
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
の
政
府
は
、

品
質
改
良
と
生
産
力
ア
ッ
プ
の
た
め
機
械
式
製
糸
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
萩

原
製
糸
は
そ
の
先
駆
者
と
い
え
ま
す
。

　

八
王
子
の
織
物
は
、
大
正
十
三
年
、
洋
風
化
時
代
を
迎
え
、
シ
ル
ク
紋
織
ネ
ク
タ
イ
を

開
発
し
て
世
に
出
し
ま
し
た
。
八
王
子
織
物
は
「
多
摩
織
」
の
統
一
名
称
で
昭
和
五
十
五

年
に
通
商
産
業
省
か
ら
、
続
い
て
昭
和
五
十
七
年
に
は
東
京
都
か
ら
伝
統
工
芸
品
の
指
定

を
受
け
、
機
織
職
人
の
伝
統
技
術
を
守
り
な
が
ら
今
で
も
織
ら
れ
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
文
責　

小
松
）
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